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2024 年度業務実績報告書 

提出日 2025 年 1 月 16 日 

 

１．職名・氏名 准教授  植松 宏平     

 

２．学位  学位 博士（工学）、専門分野 分析化学、授与機関 長崎大学、授与年 2009 年 3 月 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

分析化学 (2 単位 毎年開講) 2 年生 

②内容・ねらい 

溶液内での平衡反応の考え方を理解し、生体内で起こる様々な平衡反応を化学的に理解する

ための基礎を身につける。具体的には、酸塩基平衡、錯生成平衡、分配平衡などを学び、これ

ら平衡反応を定量的に解析するための方法を学ぶ。また分析データを取り扱う上で重要となる

基礎的な統計的処理法を身につける。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

分析としての視点のみならず、化学・生物の反応を化学的・定量的に理解する上でも本講義

内容が重要であることを理解できる様に講義を行っている。化学・数学の苦手な学生が多く受

講していると認識しており，内容を選別し，演習問題とその解説を多く取り入れた講義を行っ

ている。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

生物化学実験 （グルコース異性化反応の速度論的実験を担当） (2 単位 毎年開講) 2 年

生 他の教官と共同 

②内容・ねらい 

1 年生で行う化学実験の延長として，化学実験における基礎知識や実験操作の習得と技術の

向上を目指す。実験の目的と原理を理解させ，各実験においてポイントとなる操作を理解させ

る。データの記録，解析法，レポート作成等を通して，科学的思考力，文章作成能力を養成す

る。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験器具の使用方法などを詳細に指導している。また実験操作，実験結果，考察を的確に表

現・記述できるように科学的・論理的思考力の向上に努めている。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食品生化学実験  (1 単位 毎年開講) 3 年生 他の教官と共同 

②内容・ねらい 

紫外分光法や単結晶 X 線解析法など，各種分析実験を通じて食品分析に関わる実験技術の習

得を目的とする。測定原理を理解させ，講義で学ぶ基礎知識が，実際の応用場面でどのように

活かされているのかを，実験をとおして学習させる。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生に自ら疑問を想起させ，解決するアプローチを考えさせるような方針で，問題提起能力と

問題解決能力が養われるように努めている。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

生物物理化学実験 （生物電気化学. H2O2電極と酵素分析反応への応用、を担当） (1 単位 

毎年開講) 3 年生 他の教官と共同 

②内容・ねらい 

電気化学分析法の一例として H2O2電極の基礎を学ばせる。これを基に H2O2の生成を伴う酵



素反応速度の解析を電気化学的に行う。得られる酵素反応速度の直線的濃度依存性から，基質

濃度の定量測定を行う。また電気化学法の利点についても触れる。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 一つの分野を習熟することの大切さとともに，その分野に捕らわれることなく，他の分野の

知識（ここでは分析化学，生物物理化学，生化学の知識）とを組み合わせることで，飛躍的な

展開（学生実験においてはグルコースの定量分析）も可能となることが認識できるよう工夫し

ている。  

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

応用生化学演習 （生物電気化学を担当） (1 単位 毎年開講) 3 年生 他の教官と共同 

②内容・ねらい 

生物物理化学実験で学習した実験内容や実験技術に関する理解を深める。これにより実験操

作や実験結果を考察する上でのポイントや問題点・解決法等を検討させ，問題提起能力・解決

能力の養成を目指す。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験に関連する問題点を列挙させ，それを学生自身が文献による調査やグループ討論により

解決を目指す，学生主体型の講義を行っている。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

生物資源学概論 （2 単位 毎年開講）2 年生 オムニバス 

②内容・ねらい 

生物分析化学分野で行われている研究内容を中心に紹介し，どのような視点から研究を行い，

計画を立て発展させていくのか，研究に対する考え方・進め方の一例を紹介する。これにより，

研究についての興味・関心を育てるとともに，講義で学ぶ専門知識の重要性を認識してもらう

ことを目指す。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 研究を進める上で生じる問題点や課題を具体的に取り上げ，講義で習得する専門知識（主と

して分析化学・生物物理化学 I・II）がどのように役立つのか？また，どのように研究におけ

る問題点・課題を克服していくのか？講義における専門知識の重要性と，研究の面白さを想像

できるように工夫している。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

地域生物生産実習 （1 単位 毎年開講）2 年生 オムニバス 

②内容・ねらい 

(財)北陸公衆衛生研究所の見学を行う。同社の業務内容を学び、分析設備，職場環境等を見学

することで、分析関連業務の実際を体験的に学習してもらう。講義内容との関連性や今後の進

路を決める上で参考となる知見を深めてもらう。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 講義で習得する知識（主として分析化学の内容）が，実際の仕事現場においてどのように活

かされるのか把握できるよう，適宜解説を行っている。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

専攻演習 （2 単位 毎年開講）4 年生 他の教官と共通の業務 

②内容・ねらい 

学術論文の読解力を鍛えると共に，研究テーマに関する知識と理解を深める。また与えられ

たテーマ以外の研究にも触れさせ，研究の視野を広げる。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 演習において，レポートを提出させ，理解度の向上を図っている。 

 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

卒業論文 （8 単位 毎年開講）4 年生 他の教官と共通の業務 



②内容・ねらい 

特定の研究テーマを与え，その研究の背景と位置づけ，研究の意義と重要性を理解させる。

実際の研究活動，ディスカッションを通して実験方法，解析法，研究の進め方，情報収集能力，

独学力を鍛える。研究成果の発表を通してプレゼン・質疑応答能力を鍛え，卒業論文作成を通

して，報告書等の文章作成能力を養成する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 これまでに行われた国内外の研究を基に，研究テーマの背景，学術的・実用的意義・位置づ

けを明確に説明できるよう指導している。また得られた実験結果の考察，またそれを踏まえて

の実験計画等を積極的に検討するよう指導している。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

【0本】 

②学術論文（査読あり） 

*1) Effect of the Alkyl Chain Length of ,-Dichloroalkane on the Gibbs Energy of Transfer for 

Functional Groups, K. Uematsu*, Erina Tanaka, Takanari Tanaka, Hajime Katano, Anal. Sci., 40, 

2191-2198, (2024). 

2) Separation of an -poly-L-lysine derivative by solvent extraction under a controlled interfacial 

potential difference, H. Katano*, M. Maruyama, K. Uematsu, C. Maruyama and Y. Hamano, Anal. Sci., 

40, 47-52, (2024). 

【2本】 

③その他論文（査読なし） 

【0本】 

④学会発表等 

*3) Voltammetric study of ion-transfer at the fluorous solvent | water interface, Kohei Uematsu, The 

2024 KIT discussion for electrochemistry, November 2024, Kyoto, Japan. 

*4) Selective determination of fluorous ions utilizing ion-transfer voltammetry at the fluorous solvent | 

water interface, Kohei Uematsu, Erina Tanaka, Minato Tanaka, Hajime Katano, The International 

Meeting of the Polarographic Society of Japan (PSJ) -The 70th Annual Meeting of PSJ, November 

2024, Kyoto, Japan. 

5) フルオラス溶媒液膜｜水界面イオン移動ボルタンメトリーによるフルオラスイオン高感度

選択的分析法の検討，田中湊，民谷健人片野肇，植松宏平，「分析中部・ゆめ 21」若手交流会

第 24 回高山フォーラム，2024 年 11 月，高山市． 

6) ポリヘキサメチレンビグアニドの油―水分配反応，梅村恭平，植松宏平，片野肇，「分析中

部・ゆめ 21」若手交流会第 24 回高山フォーラム，2024 年 11 月，高山市． 

*7) [依頼講演] フルオラス溶媒を用いた液｜液界面電気分析法の応用展開，植松宏平，第 55

回中部化学関係学協会支部連合秋季大会，2024 年 11 月，名古屋市．  

*8) フルオラス溶媒｜水界面イオン移動ボルタンメトリーによるフルオラスイオン識別能の評

価，植松宏平，田中恵利菜，田中湊，片野肇，日本分析化学会第 73 年会，2024 年 9 月，名古

屋市． 

*9) フルオラス溶媒液膜｜水界面イオン移動ボルタンメトリーによるフルオラスイオン選択的

分析法の検討，植松宏平，民谷健人，片野肇，第 84 回分析化学討論会，2024 年 5 月，京都市． 

【7件】 

⑤その他の公表実績 

【0本】 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

科学研究費(基盤 C) 「特異なフルオラス溶媒｜水界面反応場を利用した新規電気化学分析法の

構築」令和 4~6 年度，4,030 千円 （研究代表者） 

 

【学内】 

戦略的課題研究推進支援（萌芽的テーマ）「フルオラス溶媒を用いることで可能となる電気分析

法の開発とその応用に関する研究」令和 6 年度，500 千円 

 

(3)特許等取得 

 

(4)学会活動等 

日本分析化学会代議員（2024-2025 年） 

日本分析化学会中部支部副会計幹事（2024 年） 

日本分析化学会中部支部常任幹事（2024-2025 年） 



Anal. Sci.誌編集委員（2021-2024 年） 

日本ポーラログラフ学会評議員（2011 年～） 

日本ポーラログラフ学会理事（2021-2024 年） 

Rev. Polaro.誌編集委員（2022 年～） 

 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

福井県立武生東高等学校探究活動のアドバイザー（2024 年度 探究学習に係わる講師派遣） 

公開講座「DJ 風松の生物資源 Web ラジオ」全 6 回, 2024 年 7 月 22-25, 29-30 日 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

FD 部会 

2022 年度入学生副担任 

(3)学内行事への参加 

啓新高校への学部等説明会 

オープンキャンパス 2024 年 8 月 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 

 


